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分離技術ハンドブック 

分離技術は、化学、石油化学、食品・医薬、

エネルギー、バイオテクノロジー、環境など幅

広い分野で利用され、産業の進歩に多大な貢献

をしてきた。また、今後も技術の中核として大

きな進展が期待されている。 

この「分離技術ハンドブック」は、原料から

製品を得るまでの分離プロセスを使用目的に応

じて構築し、構成する単位操作の設計が関数電

卓などを用いて比較的簡単に得られることを目

標にしている。そこで、単位操作に重点をおき

例題を加えて記述し、応用としてプロセスを記

載した。 

本書は、分離プロセスや分離操作に関する設

計全般のほか、研究開発、工場現場などに従事

する技術者を対象としており、分離技術の専門

家だけでなく、化学工学の基礎知識があれば誰

でも十分使いこなせるものと思う。 

実際の現場では、数多くの物質や複雑な系で

構成されている場合が多く、今後さらに新しい

原料・物質の開発とその利用に伴い、分離技術

はより一層重要性を増すことと思われる。本書

を座右の書として、役立てていただければ幸い

である。 
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Ⅰ．物性定数 
1 基礎的定数および単位 

2 状態定数 

3 蒸気圧 

4 熱容量 

5 粘度 

6 熱伝導度 

7 拡散係数 

8 表面張力  

9 熱力学定数 

10 物性定数計算ソフト 

Ⅱ．分離操作 
第 1章 分離操作の選定 

1.1 分離操作の種類と分類 

1.2 分離操作の選定 

第 2章 蒸 留 

2.1 気液平衡 

2.2 蒸留操作 

2.3 段塔の設計 

2.4 充てん塔の設計 

2.5 リボイラー・コンデンサーの設計 

2.6 蒸留塔のシステム設計 

2.7 蒸留プロセスの設計 

2.8 共沸蒸留プロセスの設計 

2.9 抽出蒸留プロセスの設計 

2.10 反応蒸留プロセスの設計 

第 3章 蒸 発 

3.1 蒸発の基礎 

3.2 蒸発缶の設計に必要な物性 

3.3 蒸発缶の設計概要 

3.4 蒸発缶の設計 

第 4章 吸 収 

4.1 気体の溶解度および液相拡散係数 

4.2 物理吸収 

4.3 反応吸収 

4.4 ガス吸収装置の設計の基礎 

4.5 ガス吸収装置の特性  

4.6 種々の ガス吸収プロセス 

第 5章 抽出・超臨界流体抽出 

5.1 抽出装置・操作と設計 

5.2 抽出操作 

5.3 抽出平衡 

5.4 超臨界流体抽出 

第 6章 晶析  

6.1 晶析操作の基礎 

6.2 晶析装置の運転の基礎 

6.3 晶析装置の設計法の基礎と測定技術 

6.4 個々の装置の設計法と特徴 

第 7章 吸着・イオン交換 

7.1 吸着操作設計の基礎事項 

7.2 吸着操作設計各論 

7.3 イオン交換操作設計の基礎事項 

7.4 イオン交換操作設計各論 

第 8章 クロマトグラフィー 

8.1 クロマトグラフィーの種類と特徴 

8.2 分析用から分取・分離用へ 

8.3 利用例 

第 9章 乾燥・調湿 

9.1 湿り空気の性質 

9.2 乾燥操作の基本事項  

9.3 乾燥器の分類・選定 

9.4 乾燥器の設計 

第 10 章 膜分離 

10.1 固液分離 

10.2 溶質分離 

10.3 ガス・蒸気分離 

第 11 章 粉粒体・分級 

11.1 分級の基礎と設計の基本 

11.2 乾式分級の実際と設計例 

11.3 湿式分級の実際と設計法 

第 12 章 集塵 

12.1 集塵の基礎 

12.2 集塵装置の実際と設計法 

第 13 章 沈降・浮上・遠心分離  

13.1 流通式分離の基礎  

13.2 沈降・浮上・遠心分離の実際と設計法  

第 14 章 ろ過・圧搾 

14.1 ろ過・圧搾の基礎 

14.2 ろ過・圧搾の装置の実際と設計法 

Ⅲ 分離プロセス 
第 1章 分離プロセスの構築 

第 2 章 石油および化学工業プロセス 

第 3 章 環境保全プロセス 

3.1 水処理 

3.2 汚泥処理・焼却 

3.3 廃ガス処理 

3.4 土壌浄化 

3.5 環境分野の新展開 

第 4章 バイオセパレーションプロセス 

4.3 細胞培養におけるプロセスの構築 

4.4 バイオプロセスへの応用  

4.5 利用例 

第 5章 装置材料とコスト積算 
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